
2024 年 3 月 27 日 

各 位 

会 社 名 ライト工業株式会社 

代表者名 代表取締役社⾧  阿久津 和浩 

（コード：1926 東証プライム）

問合せ先 常務執行役員 

経営管理本部副本部⾧ 山邊 耕司 

（TEL．03-3265-2551） 

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

当社は、2024 年 3 月 27 日開催の取締役会において、資本コストや株価を意識した経営の実現に

向けた対応について、当社の現状を評価・分析し、企業価値向上に向けた今後の方針・具体策につ

いて決議しましたので、お知らせいたします。 

詳細につきましては、添付資料をご参照ください。
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2

ROEの評価と課題（ROEの3要素からのアプローチ)
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PERの評価と課題
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PBRの評価、課題及び今後の方針
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中期的なPBR目標と実現のためのアプローチ

PBR

(実績) (目標)

1.1倍 1.4倍

ROE

(実績) (目標)

11.5％ 12.0％

売上高純利益率

   (実績)       (目標)

8.25％ 維持向上

事業戦略

投資戦略

総資産回転率

(実績)  (目標)

0.96回 1.00回

投資戦略

資本政策

財務レバレッジ

    (実績)  (目標)

1.45倍 上昇許容

資本政策

PER

(実績) (目標)

10.1倍 12.0倍

資本コスト

 (実績)  (目標)

5~9% 最小化

IRの強化

サステナ戦略

M&A、R&D、ICT、DX

による更なる成長加速

将来成長へ積極投下

資産の選択と集中

株主還元の充実

資本構成の最適化

資本効率の向上

安定した財務状況維持

将来像、成長戦略、

取組の意図を積極IR

(成長戦略)

※表中の実績については、23年3月期のものを使用している。



1. 事業戦略、投資戦略

⚫ 成長投資を最重要課題と位置づけ、投資原資の半分程度をこれに投下する。

⚫ 資本効率を念頭に置いた上で、主力事業強化、M&A、R&D、ICT、DXを中心に積極投下し、トップライン及

び利益の拡大とこれを通したROEの向上を図る。

⚫ これによる持続的成長の蓋然性を市場に積極的にIRし資本コストを低減する。

2. 資本政策

⚫ 重要な経営課題として株主還元を位置付け長期的かつ安定的な配当を継続して行うことを基本方針とする。

⚫ 資本効率性をより一層重視した資本構成の最適化を実現するため、機動的、戦略的な株主還元を実施する。

⚫ 連結配当性向を段階的に向上させ、中期経営計画目標値である配当性向35％以上を前倒しで達成する。

⚫ 累進配当を目標とする。

⚫ 自己株式の取得については積極的・機動的にこれを実施する。

⚫ 自己株式保有割合は発行済株式総数の10％を上限の目安とし、超過する部分は原則消却する。
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中期経営計画において取組んでいる施策について



3. BSマネジメント

⚫ 資本政策、投資戦略の実施において調達側面、投下側面の効率性を重視する。

⚫ 資産の「選択と集中」によるバリューアップを通して総資産回転率を上げROEの向上を図る。

⚫ 前中期経営計画期間の月毎のCCC平均60日を、早期請求回収・売掛債権流動化により10％短縮する。

⚫ 政策保有株式の76期期首帳簿価額に対し、これの20％を削減する。

⚫ 有価証券、固定資産、グループ会社について、資本コストと対比した上で最適化を推進する。

4. PLマネジメント

⚫ ROEの向上を意識した工事利益、営業利益のKPI設定を行う。

⚫ ICT・DX利用による効率化、原価管理、一般管理費のコントロールによる営業利益、当期利益のさらなる

向上を通してROEの向上を図る。
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中期経営計画において取組んでいる施策について



5. CFマネジメント

⚫ BS、PLマネジメントを通してキャッシュフローの極大化を図る。

⚫ 手元資金とあわせて3ヵ年400億円の投資原資を確保を目標とし、主に投資戦略における成長投資・株主還

元へ投下する。

6. サステナビリティへの取組

ESG活動やパートナーシップ構築宣言に則った活動等によりサステナビリティの実現に取り組み、IR活動を通

じて資本コストを低減させる。

7. 効果的なIRの実施

⚫ 当社と市場との情報の非対称性の解消による資本コストの低減をIR活動の目標とする。

⚫ 分かりやすい成長戦略とその実施状況や成果、サステナビリティへの取組について積極的にIRを実施する。
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中期経営計画において取組んでいる施策について
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中期経営計画期間におけるキャッシュフローアロケーション
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資本コストや株価を意識した経営のイメージ



1株当たり配当額の推移と今後の方針
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